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国立大学法人岡山大学農学部総務担当　〒700-8530 岡山市北区津島中一丁目１-１
TEL：086-251-8282　 FAX：086-251-8388　 HP：http://www.okayama-u.ac.jp/user/agr/
受講料は無料です。事前にお申し込みください。申込方法は岡山大学農学部ホームページでもご確認いただけます。

お問い合わせ・お申込み先

主 催 　岡山大学農学部　　　　 共 催 　岡山県、岡山県農業協同組合中央会　　
後 援 　中国四国農政局、NPO法人中国四国農林水産・食品先進技術研究会、NPO法人中国四国食農交流ねっとわーく

24年度地域活性化システム論

開会挨拶［13:00～13:05］　　荒木　勝（岡山大学理事）

シンポジウム［13:05～17:00］

　　テーマの解題［13:05～13:10］　　佐藤　豊信（岡山大学大学院環境生命科学研究科　教授）

　　基調報告
　　 「地域活性化を図る施策展開」
　　 　　［13:10～13:40］　　池田　泰雄（内閣官房地域活性化統合事務局　参事官）

　　 「技能資源を活用した中山間地域活性化対策の理論的フレームワーク」
　　 　　［13:40～14:10］　　駄田井　久（岡山大学大学院環境生命科学研究科　准教授）

　　 「岡山県における中山間地域活性化対策の取組状況の報告」
　　 　　［14:10～14:40］　　梶谷　隆行（岡山県県民生活部 中山間･地域振興課　課長）

　　 「地域振興の光と影（中山間地域の目指すもの）」
　　 　　［14:40～15:10］　　牧　邦憲（真庭市産業観光部商工観光課　主幹）

　　 「グリーンオーシャン戦略 －林業はシゴトになる－」
　　 　　［15:10～15:40］　　井筒　耕平（美作市地域おこし協力隊）

　　パネルディスカッション［15:55～16:55］

　　コーディネーター　　  佐藤　豊信
　　パネリスト　　　　　  池田　泰雄／駄田井　久／梶谷　隆行／牧　邦憲／井筒　耕平
閉会挨拶［16:55～17:00］　  奥田　潔（岡山大学農学部長）

意見交換会［17:30～19:30］　　会場／ピーチユニオン　10月９日（火）までにお申し込みください。

日時／平成24年10月13日土  13:00～17:00　　会場／岡山大学一般教育棟A棟別館A21教室第1回

第11回岡山大学農学部公開シンポジウム

「人口減少下の中山間地域活性化方策」テーマ

日時／平成24年12月８日土  13:00～　　会場／岡山大学農学部３号館多目的室第2回

農とバイオマス❶

「林業・森林資源の活用による地域活性」テーマ

日時／平成24年12月15日土  13:00～　　会場／岡山大学農学部３号館多目的室第3回

農とバイオマス❷

「様々なバイオマス資源活用による地域活性化」テーマ

対象者 　岡山大学学生・地域活性化に関心のある企業・自治体・NPO団体・県民・市民の方など

中山間地域は国土の約４割を占めており、国土保全や農林業が果たす公益的機能においても重要な役割をこれまで担ってきている。しかし
ながら、中山間地域では、急速な高齢化・人口減少が予測され、労働力を必要とする産業が海外に転出を図っている状況であることから
も「農村地域工業導入政策」による農山村における所得確保政策は実施困難な状況にある。そこで、本シンポジウムでは中山間地域にお
ける地域活性化策について、岡山県内における取組状況と現状を公的機関と民間企業から報告して頂くとともに、国が関与する関連諸政策
について内閣府からの派遣講師に紹介及び解説して頂き、それらを基にして中山間地域の活性化策について農学的視点から考察する。また、
様々な地域で行われているバイオマス等の地域資源利活用による地域活性化に向けた活動を取り上げ、今後の展開方向を議論する。更に、
地域独自の工夫をして森林・林業資源を活用しながら地域活性を図っている事例を紹介しながら、「森」を地域の宝として地域活性化する
方策について議論する。

概　要




